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『会長挨拶』 

一般社団法人岐阜県損害保険代理業協会   えんどう  よしかつ 

会長 遠藤 昌克 
 

 １０月も下旬となりましたが、まだまだ暑い日が続いています。現在もインド 

洋東部の海水温が高いためもうしばらくは気温が高い日が続くようですが、いつ 

までも暑いと思っていたら、急に寒くなることも多々あり、夏からあっという間 

に冬が訪れるようなことも特に近年は多く感じられ、快適な秋の陽気は今年も短 

いかもしれません。 

そんな短い秋を楽しむべく、紅葉前線の訪れと共に規制がなくなった行楽シー 

ズンがきています。全国旅行支援キャンペーンも始まり観光地はずいぶんにぎ 

やかになっているようです。新型コロナウイルスの水際対策も大幅に緩和され、 

入国者数の上限も撤廃されています。個人の外国人旅行客の入国も解禁されるな 

ど、ほぼコロナ禍前の状態に戻ることになりました。その上に円安もあり、外国 

の方は安く物が買えるため、以前のような爆買いニュースが毎日のように流れてきています。私としては

数多くの皆さんが出歩くようになり、感染者がこのところ少しずつ増えだしているのが気になるところで

はあります。 

 さて、代協活動も年度の後半に入り、９月２１日に開催された秋のセミナーは会員や保険会社、一般消

費者の皆様を含め２００名近くの方々のご参加をいただきました。吉川美代子氏の講演はいかがでしたで

しょうか？今は様々な分野で女性の活躍が目立ってきていますが、吉川氏がアナウンサーになられた当時

は男性中心のメディアの中で、時には悔し涙を流しながら、仕事にどう向き合い、自分のキャリアを切り

開いていったか・・・というところなど、仕事に対する向き合い方、やりがい等、実体験をもとにした話

に引き込まれました。保険業界も同じように男性が多い分野でしたが、近年は女性の活躍も多くみられる

ようになったと共感いたし大変感銘を受けました。 

また、自転車運転時における個人賠償責任保険付帯の努力義務化が２０２２年１０月１日から始まるにあ

たり、岐阜県、岐阜損保会とともに「自転車保険義務化」に向け、９月２３日に岐阜新聞紙面において、

見開き２ページにわたり広告掲載をさせていただきました。会員の皆様のところにもお客様よりご相談が

寄せられたことと思いますが、今後もそういった際には適切なアドバイスをしていただけるようお願いい

たします。 

 最後に私事ではございますが、岐阜県代協の活動にずいぶん前に参加しておりました父が１０月４日に

９６歳の天寿を全ういたしました。第９代目の西澤会長体制では副会長職、日本代協でも現在の企画環境

委員として長くお世話になりました。父の口癖は「よく遊びよく働く」。本当にそれを実践していた父で

したが、昔は今のようにキャッシュレスやリモートでの契約ではなく、ほとんどが集金であったためとて

も忙しく、私は父に「これ以上に忙しくなるから、岐阜県代協の会長はやらないでください」とお願いを

していました。そんな私が今は会長を務めさせていただくことになるとは思いもよらず当時を反省してお

ります。時節柄、家族葬にて執り行ったため、関係各位の皆様にお世話になりましたお礼を申し上げるこ

ともできませんでした。この場をお借りいたし御礼申し上げます。大変ありがとうございました。 

 

１ｐ・・会長挨拶／目次                 ９ｐ・・『街道シリーズ』（郡上街道 1）松尾 一 
２ｐ・・スケジュール／事務局より         １０ｐ・・会員投稿 
３ｐ・・支部活動報告                １１ｐ・・提携事業者広告掲載① 
４ｐ・・委員会報告①               １２ｐ・・提携事業者広告掲載② 
５ｐ・・代理店紹介                １３ｐ・・提携事業者広告掲載③ 
６ｐ・・中さんの保険諸国慢遊記（197）  ①    １４ｐ・・提携事業者広告掲載④  
７ｐ・・    ～保険ジャーナリスト  ②    １５ｐ・・委員会報告②／編集後記 
８ｐ・・           中﨑章夫 ③  
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～事務局より～ 

※２０２２年度 年会費確認及び決定のため、代理店賠償責任保険に 

未加入の会員の皆さまには会員皆様の募集登録人数の確認をさせ 

ていただきたいと存じます。 

おって、ご連絡をさせていただきますのでご協力のほどよろしく 

お願い申し上げます 

 

岐阜県代協事務局  TEL ： ０５８－３２９－００５０ 

FAX ： ０５８－３２９－００４０ 

Ｅメールアドレス ： gfdaikyo@opal.ocn.ne.jp  （担当：小川百合子） 

  

 

 

 

 
 

～ ス ケ ジ ュ ー ル ～ 

 
 

  

日付 主催 行事・議題・内容など 開催場所 

９ １５ 木 岐阜 役員会（１７：００～） グランヴェール岐山 

 ２１ 水 県代協 秋のセミナー（１４：００～） ぎふ清流文化プラザ 

長良川ホール 

 ２１ 水 企画環境 委員会開催（１６：００～） ぎふ清流文化プラザ 

１０ ５ 水 西濃 例会（１１：３０～） 五右衛門 

 ５ 水 組織 委員会開催（１４：００～） ハイブリッド開催 

 １１ 火 中濃 例会（１０：３０～） 太田交流センター 

 １２ 水 飛騨 例会（１１：３０～） 桃園 

 １３ 木 東濃 幹事会（１１：００～） 例会（１１：３０～） みわ屋 

 ２１ 金 ゴルフ同好会 ゴルフ同好会コンペ（９：００～） シーダーヒルズ カントリークラブ 

 ２３ 日 ＣＳＲ 『長良川を美しくしよう運動』（７：００～） 長良川河畔 

 ２４ 月 岐阜 役員会 Web開催 

１１ ２ 水 西濃 例会（１１：３０～） 五右衛門 

 ８ 火 中濃 例会（１０：３０～） 太田交流センター 

 １０ 木 東濃 例会（１１：３０～） みわ屋 

 １１ 金 組織 代理店賠責セミナー（１４：００～） Web開催 

 １７ 木 ＣＳＲ 消費者団体情報交換会（１３：３０～） ふれあい会館 ４０５会議室 

 １８ 

１９ 

金 

土 

日本代協 日本代協コンベンション 第１部（１３：３０～） 

                第２部（１０：００～） 

グランドニッコー東京台場 

損保会館 

 ２４ 木 組織 委員会開催（１４：００～） ハイブリッド開催 

 ２５ 金 飛騨 役員忘年会 調整中 

１２ ２ 金 県代協 理事会（１３：３０～） 瑞穂市総合センター（予定） 

１ １７ 火 県代協 賀詞交歓会 グランヴェール岐山 

 ２７ 金 飛騨 支部新年会 調整中 
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【西濃支部１０月活動報告】〇西濃支部１０月例会開催報告 

開催日時 ： ２０２２年１０月 ５日（水）１１：３０～  開催場所 ： 大垣「五右衛門」 

参加者数 ： １１名                   報告者名 ： 中河 美智彦 

≪議題≫ 

① 連絡事項 

・11/18～19 日本代協コンベンション参加の件・・ＭＳＧ保険サービス（株） 永井氏参加 

・11 月下旬～12 月上旬 西濃支部セミナー開催の件・・講師は渡部弁護士 次回例会にて詳細決定 

② 委員会報告 

    ・企画環境・・ホワイト企業ＰＲについて、事継強 6 社取得 社労士診断 3 社取得 

・教育・・秋のセミナー参加御礼 

・広報・・自転車保険加入義務化の件、トータルプランナー新聞広告の件 

・CSR・・10/23 長良川清掃参加のお願い、ぼうさい探検隊参加チーム依頼 

・組織・・仲間づくり取り組みのお願い 

③その他・・・悪質なレッカー手配業者に注意 

※次回例会 ２０２２年１１月 ２日（水）１１：３０～  大垣「五右衛門」にて 

【中濃支部１０月活動報告】 〇中濃支部１０月例会報告 

  開催日時 ：  ２０２２年１０月１１日（火）１０：３０～ 開催場所 ：太田交流センター研修室 

  参加者数 ：  １０名                  報告者名 ： 丸野 博文 

 ≪内容≫ 

① 委員会報告 

・企画環境・・賀詞交歓会と提携事業者懇親会を兼ね開催予定、ホワイト企業を PR について 

・教育・・秋のセミナーのお礼報告 

・広報・・１２月代協ニュースの代理店紹介を中濃で新会員さんに依頼 

・組織・・１１月代理店賠責セミナーについて 

② その他情報交換 

・例会の今後の活動・・例会場所を変えて行ってはという意見が出た 

自転車保険（賠責）で個人と法人について意見交換（有無責について） 

    ※次回例会 ２０２２年１１月 ８日（火）１０：３０～  太田交流センター 研修室にて 

【東濃支部１０月活動報告】 〇東濃支部１０月幹事会・例会報告 

   開催日時 ： ２０２２年１０月１３日（木）１１：３０～    開催場所 ： みわ屋 

   参加者数 ： １０名                     報告者名 ： 田口 友喜 

   ≪内容≫ 

・情報提供 ファブリカキャンペーンについて 

・日本代協コンベンションについて 

・委員会報告・・11/11 代理店賠責セミナー参加呼びかけ 

・12/9.10 に研修会・懇親会を開催 

・その他情報交換 

※次回例会 ２０２２年１１月１０日（木）１１：３０～ みわ屋にて  

【飛騨支部１０月活動報告】 〇飛騨支部１０月例会報告 

  開催日時 ：  ２０２２年１０月１２日（水）１１：３０～ 開催場所 ： 桃園 

  参加者数 ：  ９名                   報告者名 ：  熊木 千夏 

 ≪内容≫ 

① 委員会報告 組織・・なかまづくりキャンペーンの取組みについて 

広報・・飛騨支部の代理店紹介について 

② その他・・賀詞交歓会参加の依頼 

③ 役員忘年会１１月２５日（金）決定、 令和５年新年会１月２７日（金）決定 
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防災だより　　2

地震予測　ハザードマップ

https://nied-weblabo.bosai.go.jp/10sec-sim/

地震１０秒診断 で検索 （防災科研）

スマホのアプリはありませんが、ホーム画面に貼り付けると便利です。

こちらでは現在地での「３０年以内に起こる地震予測」を１０秒で出せます。

○地震の震度も５～７での設定が可能

○また「停電日数」「ガス停止日数」「断水日数」「全壊確率・出火確率」が

　表示され、おおよその目安もわかります。

岐阜市　ホームページより

「岐阜市総合防災安心読本」は、アプリで提供されています。

市外の方も、参考にできる箇所があります。 CSR委員長　礒谷

【ＣＳＲ委員会報告】 
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東濃支部 株式会社 SHIP 

 
＜代理店名＞ 

株式会社 SHIP 

 

＜所在地＞ 

〒509-5202 

土岐市下石町 872-3 

電話 0572-56-7500 

FAX 0572-56-7170 

 

＜代表者＞ 

代表取締役 小木曽 祐也 

 

＜スタッフ＞ 

 ２名 

 

＜取扱保険会社＞ 

あいおいニッセイ同和損害保険(株)、 

 三井住友海上あいおい生命保険(株)、 

日本生命保険（相）、ジブラルタ生命保険(株) 、メットライフ生命保険(株) 

 

＜略歴＞ 

2019 年 10 月 個人代理店として創業 

 2022 年 10 月 法人化 

 

＜事務所の環境＞ 

県道 66 号線下石貢交差点より北へ 500ｍ下石町の中心地に位置する場所となります。 

 

＜経営理念＞ 

SHIP とは 

S - Sincerity   誠実 

H - Happiness  幸せ 

I - Innovation   技術革新 

P – Partnership 協力関係 

 

多くのお客様と地域に貢献できる会社にする 
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中さんの保険諸国漫遊記（１９７） 

保険ジャーナリスト 中﨑 章夫 

 

代理店における予防・防災活動の戦略性を考える 

- 防災士制度の活用による地域防災アドバイザーとして 

 

◇軽井沢のヴィラ滞在 

 長男の孫がゼロ歳から、何処か、気を使わずに皆でのびのび過ごせるところはないかと探し、行き着

いたのが「ザ・プリンスヴィラ軽井沢」だった。 

広大な整備された樹木や芝生に囲まれた独立した別荘タイプのホテルで、周りを気にせずリラックスし

て過ごせるのがいい！料金が高いハイシーズンを避け、９月になってからの利用。当初は露天風呂付メ

ゾネットスパを利用したが孫も温泉利用ができる様になるとメゾネットタイプそして今ではテラスタ

イプに切り替えた。 

 

◇「よぶのる軽井沢」は便利 

 当初は車で出かけたが、本年３月と今回は新幹線利用に代えた。自宅から２時間足らずで行けるし、

ＪＲ東日本と西武ホールディングスが展開する２０２２年度（９月２６日から２０２３年３月３１日ま

で）の地域・観光ＭａａＳ（回遊軽井沢）のオンデマンド型交通の「よぶのる軽井沢」という乗合タク

シーを利用すればスマホ完結型で軽井沢内なら１回一人４００円でほぼどこにでも行けるし、プリンス

ホテルの敷地内なら気軽にヴィラサービスの車や自転車での移動が可能だからだ。今回９月３０日から

２泊だったが、駅に着くや、スマホ予約の、よぶのる軽井沢タクシーで旧軽井沢峠見晴台まで往復した

が実に便利。群馬、長野の県境にある老舗茶屋しげの屋で名物力餅や蕎麦をいただく。 

 

◇孫ファーストの３世代家族旅行 

 ヴィラ利用は冬場２回を入れ通算９回目となる。言ってみれば孫ファーストの３世代家族旅行。孫も

早６歳で小学１年生になり学校もあるので、日程調整に苦労するようになった。あと何回利用できるか

な。フロントとレストラン機能もあるセンターハウスでの朝食や、時間帯ごとの軽食が充実しており、

大変便利だ。また孫はキッズチャレンジという一日自然体験プログラムや冬場はキッズスキースクール

が気に入っており、その間、親はアウトレットショッピングやサイクリング、観光、温泉で骨休めがで

きるという寸法。 

秋の好天にも恵まれ、冬場ゲレンデとなる観光リフトを使って上った矢が崎山頂上カルスキの展望台か

ら真正面に、すそ野が広がる浅間山（２５６８ｍ）の雄大な姿を堪能できたのが何よりであった。また

プリンスホテルウエストの中国料理桃李の味も堪能できた。 

 

◇地元の防災訓練行事に参加して 

 自然災害が多発し、各地で災害リスクへの対応が活発化している。私の

地元松戸市新松戸地区でも、マンションの管理組合の役員をしている関係

からか、地域の活動に係る機会が増えている。なかでも防災関連の行事は

多い。 

先日も日曜に地元の安全で安心できる街づくりキャンペーンとして中央公

園で、２０以上の地元各町会（市と民間による第３セクター方式による新

興開発地区だけに大規模マンション群が多い）が集まり自主的な防災訓練

行事を実施した。今回で２５回目というから歴史がある取り組みだ。コロ
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ナ下ということで参加者を通常の３分の１（１００名程）とし、消火訓練、救急救命・救護、防災情報

等に絞って約１時間半にわたり、防災リーダーの下で、４グループに分かれ、実際に救護のための簡易

担架を作り、人を運ぶ実地訓練などが実施された。 

 新松戸地域は江戸川の氾濫源という土地柄（江戸時代にはしばしば洪水が発生したため、農家の軒下

には船が吊るしてあった）もあり、ハザードマップでも浸水リスクの高い地域となっている。今では河

川の護岸工事・堤防や排水機場が整備されるなどの対策も取られてはいるが依然として地形上のリスク

は高く、この地に住む防災への住民の関心は高い。 

 

◇地域の防災リーダーの必要性痛感 

 街の開発からすでに４０年以上が経ち、高齢化が急速に進む地域でもあり、いざという時のための協

力体制づくりとマインドアップそして地域の防災リーダーづくりは欠かせない。 

 河川の堤防が決壊し洪水が起こったならば、３～４メートルの水位上昇が見込まれ、高台の避難所が

離れているところから、そもそも周囲の住民はたどりつけないのではないか、高層マンションも避難場

所として活用し得るが、果たして居住者の協力がどこまで得られるか、地下の給水ポンプなどが水没し

た場合、上層階へ緊急避難できたとしても断水時などのリスク対応をどうするのか、など色々考えてお

かねばならない課題も多い。 

 １１月には近所の小学校での避難所開設、運営の訓練も予定されているが、地震はともかく、水災の

場合、果たしてそこまでたどり着けるのか、日ごろから色々な場合を想定した対策を講じておかねばな

らない。また、マンション居住者の高齢化に伴い、いざという時に避難等に支援が必要な方がかなりお

り、その安否確認や、どのような支援が可能かなど、独自の防災マニュアルの整備も考えておかねばな

らない。 

 こうした際に、的確なアドバイスがいただける防災の専門家が求められるところとなっているが、な

かなか頼りになるボランティア専門家は見出しにくいのが現状だ。 

 

◇保険代理店と予防・防災活動 

 このように、地域における防災へのニーズは今後とも高まって行くものと思われる。地域においては

自治体や消防署等と連携した消防団などの自主的組織で対応するところも多いが、それも高齢化の中

で、担い手不足が目立ってきている。保険代理店にとりこれからの役割としては、事後対応から事前対

応へのビジネススタンスの変更が求められている。予防・防災活動への取り組み強化が求められている

からだ。背景には顧客接点領域に存在し、顧客・社会の関心事・心配事に的確に対応する問題解決支援

力が求められているからだ。 

 保険の守備範囲はかつては、事故後・災害後の金銭的対応、経済的支援が中心だったが、今では予防、

災害時の能動的な支援力が求められるところとなっている。 

 

◇自然災害激甚化や公的保険を踏まえた保険募集を注視する金融庁 

 金融庁も２０２２事務年度（２０２２年７月から２０２３年６月）の金融行政方針や保険モニタリン

グレポート中でも、少子高齢化や自然災害の激甚化、自動車保険市場縮小化の中長期的な事業環境の変

化等に対応し、デジタル化活用の効率的な業務運用や持続可能なビジネスモデルの構築、顧客ニーズの

変化に即応した商品開発等を求めている。 

 自然災害等の多発特に激甚化する水災リスクに対する関心が高まっている中、リスクに応じた水災保

険料率の細分化、水災補償の普及に向けたリスク情報の発信や災害に便乗した悪質商法等への対策を上

げるとともに、顧客本位の業務運営に限っても、顧客の多様なニーズに応じた保険サービスが適切に提

供されるよう、公的保険制度を踏まえた保険募集の推進や保険代理店管理態勢の高度化等について財務

局と連携しつつ、関係者と対話を行っていく、としている。この他、節税保険への対応、営業職員管理

体制の高度化、外貨建て保険の募集管理等の高度化などをあげている。 

 従来の保険業界に対する金融当局のスタンスとしては、自然災害や社会的・公的制度を踏まえ、保険

会社や代理店に対し管理体制の高度化、サービス品質向上対応を求めている点が注目されるところだ。 

 



 

 

- 8 - 

◇防災プランニングと代理店の役割 

 地域社会や中小企業の防災ニーズも増えており、保険業

界としても、デジタル化の進展で、センサー・スマホ・ＡＩ

などを活用し個々人や中小法人の厖大なリスクデータをリ

アルかつ瞬時に把握するとともに、解析するデジタル環境

が整備され、防災プランニングなど個々人、個々の企業単

位にモニタリングサービスの提供すなわち高度の防災面で

のサービスの提供・アドバイス力の発揮など、その戦略性

は一層強まりつつある。 

 防災・減災面でのデジタルを活用した付加価値サービス

の提供が可能となったが、それを地域の現場で、活かせる

かは、現場の多様なニーズを熟知する人的介在力を有する

保険代理店の存在いかんである。 

 

◇防災士資格制度の活用 

 こうした中で防災面の人材養成として注目されているのが防災士資格制度だ。防災士は、社会の様々

な場で防災力を高める活動が期待され、防災に対する一定の知識・技能を修得したことを日本防災士機

構から認証されることで取得できる資格だが最近、各方面からその存在が注目されてきている。 

 １９９５年の阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、災害時に正しい知識と適切な判断を兼ね備えた人材

を育てることを目的として、２００３年から制度が運用、２０２２年８月現在約２３．５万人が資格を

取得している。 

 防災士は、一定の防災知識・技能を有する者として、災害時に自身を守ることはもちろんのこと、避

難誘導や初期消火、救出救助活動などに当たることが期待されている。東日本大震災や熊本地震におい

ては、防災士のリーダーシップによって住民の命が救われたことや、避難所開設がスムーズに運んだと

いう事例が多数報告されている。 

 

◇保険代理店と防災士 

 最近では保険代理店も、地域や企業の防災支援のために防災士の資格を取得するケースが増えてお

り、防災教育、防災プラン作りなどの災害予防や災害時の防災活動に置ける一層の役割発揮が期待され

ている。 

 保険代理店のビジネスの在り方も、事後から事前へ、経済的支援から社会的支援へとその役割を、時

代とともに大きく変えつつある。まさに地域や中小の企業社会におけるサービスプロバイダーとして保

険代理店と防災士の親和性は極めて高いのではないか。 

 

（保険ジャーナリスト、inswatch 編集人）  
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『街道シリーズ』（郡上街道その１） 

                                        松尾 一 
 

郡上街道は岐阜町から 

 江戸時代の郡上街道は、岐阜町（岐阜市）から始まり小屋名（関市）、上有知（美濃市）を通り、長良川ぞ

いに北上し、八幡（郡上市）に至っていました。さらには油坂峠を越え、越前に入り越前街道（美濃街道）

で福井（福井市）まで通じていました。 

 これらの街道は、「上り千人下り千人」といった白山信

仰の道、宗祇が往来した道、一向宗の布教の道、金森氏の

飛騨進攻の道、そして円空仏で有名な修験僧円空が巡錫し

た道でもありました。郡上街道は幕府が整備した中山道や

東海道などのようなメインルートにはなってはい   

ませんが、美濃と越前、飛騨を結ぶ重要なルートであった

のです。 

 今回のシリーズは、そんな歴史や文化豊かな郡上街道を

訪ねたいと思います。なお、岐阜町から小屋名（関市）の 

       「長良川と金華山」           飛騨街道との追分までは、すでに『街道シリーズ・飛騨街

道』で触れましたが、今回は、おさらいの意味でも、再び、ご案内いたします。 

 さて、岐阜町は当初、井ノ口と言われましたが、斎藤道三や織田信長によって城下町が形成され、信長に

よって「岐阜」と命名されました。慶長５年（1600年）の関ヶ原の戦いの後、岐阜町は幕府領になったのち

元和５年（1619）から尾張藩領になったのです。 

 ところで岐阜町の北、長良川を越えた長良

に、古代、都から東北を結んでいた東山道の方

県駅がありました。その比定地は、長良公園（旧

岐阜大学）あたりではないかといわれていま

す。東山道、方県駅から西へは、現在の鵜飼い

大橋付近から日野に入り、東海北陸自動車道の

権現山トンネルと各務原トンネルの間を通り、

鵜沼方面へと向かっていました。また方県駅か

ら分岐し北上して太郎丸を通り、ここから東に

進み、武芸川、長良川を渡り、金山（下呂市）

から飛騨国府へ至る東山道飛騨路もありまし

たが、この方県駅から金山までのルートは、ま

だはっきりと確定されてはおりません。 

 郡上街道に戻ります。江戸時代の郡上街道は、         「金園町２交差点」 

岐阜町から長良の渡しで長良に入り、長良川沿いに北上するルートと、岐阜町から靱屋町、笹土居町と南下、

金園町２交差点から東に進むルートがありましたが、この南下するルートが郡上街道のメインでした。 

 

                                          （まつお・いち）ライフワークは民俗、地域史(近世交通史) 

                          著書は『岐阜地理・地名・地図の謎』(監修・実業之日本社)、『みのひだ雑学』(岐阜新聞社)など多数 
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会員投稿 

 

～ 遺伝子検査って何？どう役にたつの？ ～ 
 

残暑も和らぎ、心地よい秋風が吹き始め本格的な秋の到来が肌で感じられるようになりました。暑すぎず

寒すぎず、過ごしやすい 10 月。秋といえば、皆さんは何を思い浮かべますか？食欲の秋、芸術の秋、読者

の秋、スポーツの秋･･･ 

私は、春眠暁を覚えず…ならぬ秋眠暁を覚えず、いやっ年柄年中ですね！！笑 

昔から睡眠時間が短くなると、体調を崩し直ぐに熱を出してしまいます。今でも体質は変わらず、何もする

事がなければ 10 時間以上寝てしまいます。ショートスリーパーに憧れはありますが、身体も心も悲鳴をあ

げてしまうので絶対に無茶はできません。 

 

先日、Genoplan【ジェノプラン】という遺伝子検査を 

受けました。調べられる項目は、なんと 502項目！！ 

がんのリスクは 30項目 、一般疾患は 198項目 、体質に 

関する事は 274項目も調べられます。少量の唾液を検体 

に入れ検査機関に送ると、後日、結果が送られてきます。 

遺伝子検査の結果も、私は深い睡眠をし、突然の強い睡 

魔に襲われて寝てしまうナルコレプシーになりやすく、 

過眠症にもなりやすい体質だそうです。 

恐ろしいくらい当たっています。 

 

小さい子供さんがいる家庭だと、遺伝子結果を元に習い事を決める事ができるので、闇雲に沢山習い事を

させなくていいので家計の負担も減りますね。笑 

2013 年には、女優のアンジェリーナジョリーさんが、遺伝子検査の結果で、乳がんの発症率が非常に高い

「ＢＲＣＡ１」という遺伝子の変異が見つかったそうです。その遺伝子を持つ人の乳がんの発症リスクは

87％との結果から、アンジェリーナジョリーさんは、思い切って乳房を切除しました。切除した事により、

発症リスクが５%まで下がったそうです。 

私も当時のニュースを見て驚いたのを今でも覚えています。早期発見は勿論大切ですが、自分の遺伝子の特

徴を事前に知る事ができれば、予防治療をする事もできます。 

海外では、遺伝子検査もかなり盛んに行われているそうです。 

皆さんもがんのリスクや、体質など調べてみてはいかがですか？ 

意外な発見があるかもしれませんよ(*^^*) 

  

（広報機関誌委員 山田(宇野)美佐） 
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058-268-6543

岐阜県代協会員の皆様、当社はオリックスレンタカー店舗を運営しております株式会社タカサワと申します。

代車でお困りの際には、是非とも当社のレンタカーサービスをご利用ください！

　●国産全メーカー・輸入車・特殊車両(冷凍車・福祉車・各種トラック)の豊富な車種の取扱いがあります。

　　店頭在庫がなくても、グループ内の豊富な車両の中からご要望に添えるお車をお探しします！

　●突然の事故…　代車を一刻も早くお客様の元へ手配しなければ…
　　そんな時はお任せ下さい！配車スタッフの多い当社なら迅速にご手配させて頂きます！　

　　もちろん土・日・祝日のご対応もお任せ下さい！
　●工場様へのお届けはもちろんのこと、お客様ご自宅や事故現場へのお届けにも対応させて頂きます！

　●車種と料金が見合わないと思う場合でもご相談下さい。豊富なラインナップよりご提案いたします。

　●代車特約など料金上限がある場合でもお気軽にお問い合わせ下さい。ご相談いたします。

　●岐阜県・愛知県はもとより、全国のネットワークからご手配致します。

金山駅前店 小牧豊山店 ＴＥＬ

美濃太田駅前店

岐阜市安良田町5-9

春日井店 刈谷店 ＴＥＬ 0584-93-0543 大垣市長松町1215-2

一宮店 岡崎店 ＴＥＬ

愛

知

県

岐

阜

県

岐阜店

大垣店

多治見店 0572-21-0543

津島店 名古屋呼続駅南店　

まずは岐阜県の最寄店舗へご連絡ください！名古屋駅太閤通口店　 長久手公園西駅前店

多治見市若松町1-9-1

ＴＥＬ 0574-66-1543 美濃加茂市太田町1741-2

岐阜県
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SHINWAグループ 

いつも大変お世話になりましてありがとうございます。 

現在、新型コロナウイルスの感染状況も予断を許さない状態が続いております。皆様も引き続きウイ

ルス感染対策を万全に行って頂き、くれぐれも健康・体調管理にご留意下さい。 

さて、１０月に入り秋の行楽シーズンと規制緩和が重なり、車での移動増えることによる事故の発

生も多くなると思われます。事故修理はもとより、各メンテナンス・車検・定期点検・車販等も最寄りの

SHINWAグループ各社に是非ご相談・ご用命下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご依頼は、用途や地域に合わせて各工場に直接ご連絡ください。 

オートボデーショップ篠田 大垣市上面 4-60 0584-74-7892 

平野鈑金工業 岐阜市中鶉 1-120 058-271-0773 

和田鈑金工業 岐阜市敷島町 8-105 058-251-7065 

AUTO PIT 羽島鈑金 羽島市竹鼻町狐穴 1413-1 058-392-1521 

オートリペアカワシマ 岐阜市打越 548 058-232-4185 

三田自動車工業 大垣市十六町 618-1 0584-91-7381 

成田鈑金工業所 多治見市小泉町 1-164 0572-22-5456 

リフレッシュセンター渡辺 瑞浪市小田町 1864-2 0572-68-0980 

カトー自動車工業 可児市瀬田 1085-1 0574-62-3207 

エコなおしのライト 高山市国府町金桶 254-1 0577-72-5120 

（平成３０年６月末時点） 
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本 社： 岐阜市茜部中島2丁目66-6 電 話: 058-274-0110
Ｕ Ｒ Ｌ ： http://www.nihonguard.co.jp        ｅ-ｍａｉｌ ： eigyou@nihonguard.co.jp

安心を高齢者の皆様へ

ホームセキュリティの新提案
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認定おめでとうございます！ 
（10 月 10 日現在） 

 

 

【委員会報告】 

〇企画環境委員会  ホワイト企業を PR！報告 

   ９月号より事業継続力強化計画認定制度認定代理店・社労士診断認証制度認定代理店のご紹介をいたし 

ております。新たに１０月１０日までに FAXにてご報告頂いた代理店及び中小企業庁 HPで認定代理店 

確認が取れた代理店を掲載しております。認定されているのにお名前が掲載されていない場合は県代協 

事務局までお知らせください。 

  

☆事業継続力強化計画認定制度認定代理店  
 現在 34店→目標は 50店です 

  

 

 
☆社労士診断認証制度認定代理店   
現在 16店→目標は 25 店です 

 

 

 

 

お詫びと訂正 

  代協ニュース９月号におきまして、代理店紹介の記載に誤りがございました。 

関係者各位にご迷惑をおかけいたしましたことを深くお詫び申し上げます。 

正しくは以下の通りです。（（株）スズキオート様は「中濃支部」の会員です。） 

 
   （誤） 東濃支部 株式会社スズキオート 

（正） 中濃支部 株式会社スズキオート       （髙橋 励） 

 
 

 
編集後記 

★新シリーズ『飛騨街道』掲載始まる！ 

    地域史研究家、エッセイストの松尾一先生に執筆いただいております『街道シリーズ』ですが、 

今月号より郡上街道へと進んでまいります。 お楽しみに・・・ 

                                                      （髙橋 励） 
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岐阜西 （株）ほけんの匠 

岐阜西 （株）みらい 
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